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序文
非常に忙しくしていた 2005 年のある日、トミー・ワンダーから素敵な贈
り物が届いた。" アクトの作り方 " という題名の小さな冊子だ。おかしなこと
に、この冊子を知っている人にも、私以外に持っている人にも会ったことが
ない。病気のせいで中止になったレクチャーのためにトミーが作った原稿で
ある、というのが私の推測だ。
この原稿には、よく聞くアドバイスも入っているが、ここでしか見つから
ないユニークな情報も含まれているため、世の中に広めた方が良いだろうと
思った。
おまけとして、私が 2010年の " ジニー誌 "で連載したショーの作り方も掲
載する。

トム・ストーン
ストックホルム、2017年９月
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アクトの作り方
マジックをいくつか連続で演じても、マジックのアクトにはならない。ア
クトを作る時には、マジックを繋げること以外にも考慮すべきことが山ほど
ある。全てこなすのは非常に大変だが、それだけに見返りも大きい！　

少ないとはいえ自分のアクトを作ったこともあるし、人のアクト作りを手
伝った経験もある。その中で、間違った作り方が何千と存在することが分かっ
た。作り方を間違うと無価値なアクトが出来上がったり、途中で熱意を失っ
て完成しなかったりする。ここでは、アクト作りを成功させる上で必須な要
素や、逆に落とし穴になるものについて書く。

もちろん、ここに書かれていること以外にもいろんな要素があるが…続く
議論の中で紹介するものがアクトを、君のアクトを作る手助けになることを
願っている！　

トミー・ワンダー
アムステルダム、2005年 6月
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